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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 

 本論文は，職場のパワーハラスメント（以下，パワハラと記す）を防止するとともに，仕事にや

りがいや誇りをもち，熱心に取り組み，仕事から活力を得た状態を意味するワーク・エンゲイジメ

ント（以下、WE と記す）の向上を導く組織開発の効果的な方略について実証科学的アプローチに

基づいて検討したものである。戦略的にパワハラを抑止する組織開発的取り組みが，WE の促進を

もたらすのかを明らかにすることを目的に，パワハラの防止・抑止のための効果的なアプローチを

開発と，その方略による効果を多面的に検証した研究である。 

具体的には、最初に、パワハラに該当する行為や態度，状態がどのようなものであるかの具体的

な判断指針を明示することを目指して，組織成員達のパワハラの認識性および体験の実態を測定す

る「職場パワーハラスメント尺度」を新たに作成し，この尺度の高い信頼性と妥当性を確証した。

そして、パワハラの被害体験がないことは，それがある場合よりも，その後の WE の向上方向への

変化量を大きくする効果と，その効果は部署レベル資源が高い時に顕著であることを，2 回にわた

る縦断調査によって２時点比較によって確証した。この結果は，直近の職場生活の中でパワハラを

体験しないことが，就労者の WEを高めるための前提条件になる可能性を示すものである。さらに，

パワハラ防止と WE 向上を導く管理職向け短期介入プログラムを開発し，その効果性を検証した。

プログラム実施前，実施直後、実施誤１ヶ月の３時点で心理学的測定を行い，その結果を比較分析

したところ，プログラム実施後にパワハラの被害体験がなくなった就労者の WE が有意に向上して

おり，元々受けていたパワハラの被害を戦略的になくすことによって，WE を高める可能性を示す

結果が得られた。 

パワハラの被害体験が減少することは，組織や就労者の心身の健全化，組織での自尊心などの個

人の資源の増進をもたらし，その副産物として，WE の維持増進をもたらす可能性が考えられる。

こうした視点は，パワハラ抑止に関する研究に新たな光を当てるものであり、両概念の理論的な発

展をもたらす学術的意義と、組織現場の問題解決に寄与する実践的価値を併せ持つ研究として高く

評価できる。 

よって、本論文は博士（心理学）の学位に値するものと認める。 

 


